
目的・内容等 対象者（目標キャリアレベル） 時期・方法・参加人数 テーマ・講師

健康福祉セミナー

健康医療福祉分野における最新の課題等について、

関係機関連携、多職種連携を実践的に図るためのセ

ミナーを行う。

県及び市町村の地域保健福祉関係職

員、地域の医療・福祉従事者等

■1回目

8月21日(水）～9月18日(水）

オンデマンド配信

（申込）　214名

■2回目

令和7年3月5日(水）14:00~16:00

オンライン開催・オンデマンド配信

（申込）　189名

■1回目

講演「家族のかたちを考える～地域に滲み出る家族の未来～」

講師：立命館大学　産業社会学部　教授　筒井淳也　氏

■2回目

講演「世界一幸福な国デンマークから学ぶ　人生を２００％楽しむ秘訣」

講師：デンマーク在住デンマーク文化研究家　針貝　有佳　氏

健康福祉研究発表会

保健・医療・福祉に関する事業、調査等の成果につ

いて、日頃業務に従事する職員による発表会。発表

および意見交換の機会を持つことで、専門性向上

や、相互ネットワークの醸成、業務改善を目指す。

県及び市町村の地域保健福祉関係職

員、大学教員

◇口頭・ポスター発表

　ワークショップ・シンポジウム

令和7年1月22日(水)　埼玉会館

（申込）148名

◇講演

令和7年1月22日(水)～2月28日(金)

オンデマンド配信

（申込）107名

◇口頭発表題61題（ワークショップ等含む）・ポスター発表8題

　ワークショップ3題「地域実践の視点から考える連携の可能性」

　座長：日本赤十字看護大学　さいたま看護学部　講師　永井　健太 氏

　シンポジウム5題「創造力と協創で実現する新たな公衆衛生」

　座長：自治医科大学　看護学部 教授　春山早苗　氏

◇講演テーマ：「生き心地の良い地域とは～着眼点を変えて問題を眺め、考える～」

　講師：大学共同利用機関法人　情報・システム研究機構　統計数理研究所

　　　　医療健康データ科学研究センター 　特任准教授　岡檀 氏

◇誌上発表　53題

保健所別研修
各保健所において、地域の実情に応じて、公衆衛

生、地域保健に関する専門研修を行う。

県・市町村・各種施設の関係職員

(各保健所の定める人数)
各保健所の定める時期・方法 各保健所で実施

拠点保健所における人材育成研修
各拠点保健所において、人材育成に関する研修を広

域的に行う。
県及び市町村の保健師、関係職員 拠点保健所の定める時期・方法 拠点保健所で実施

派遣研修

国立保健医療科学院、結核研究所等の研修機関が主

催する研修へ職員を派遣し、各分野の専門知識、最

新情報の習得を目指す。

県保健医療部職員 通年 実施主体で実施

日本公衆衛生学会総会派遣

最新の研究成果が数多く発表され、公衆衛生の先導

的役割を果たす当学会での発表を希望する職員の旅

費を負担し、派遣する。(衛生教育推進事業)

原則学会員である県保健医療部職員
10月29日(火)～10月31日(木）

開催地：北海道札幌市
テーマ「ともにいきる協創を拓く対話」

令和6年度　保健医療政策課所管「地域保健福祉関係職員研修」実施報告

研修の名称
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目的・内容等 対象者（目標キャリアレベル） 時期・方法・参加人数 テーマ・講師

令和6年度　保健医療政策課所管「地域保健福祉関係職員研修」実施報告

研修の名称

新任保健師研修

行政保健師に求められる姿勢や、基本的な活動展開

の方法を学ぶと共に、他地域の新任保健師との交流

を持ち、積極的に活動する意欲や柔軟な発想を持つ

よう促すことを目的とする。（2日間）

キャリアレベルA1の獲得を目指す

新任保健師

■1日目

６月21日（金）9:30～16:40

埼玉教育会館　2階　201・202会議室

（参加）県11名、市町村98名

■2日目

12月5日（木）13:20～16:40

さいたま商工会議所第1・2ホール

（参加）県11名、市町村93名

■1日目

講義「キャリアレベルＡ１の獲得を目指すステップ」県統括保健師

実践報告「保健活動の展開と楽しさ」県技師級保健師

演習「事前課題を活用した自己紹介」

講義「相談支援の基本～主体的に相談を受けよう～」県副所長級保健師

演習「相談支援の基本～事例を考えよう～」埼玉県立大学　石崎順子氏他

■2日目

実践報告「保健活動の展開と楽しさ」市町村保健師

講義「保健師の専門性とアイデンティティの獲得」埼玉県立大学　石崎順子氏他

演習「８か月を振り返ってみよう」埼玉県立大学　石崎順子氏他

トピックス研修

本研修は、各所属で令和５年に実施した「ビギナー

保健師とらのまき」の内容を後輩職員へ伝えるため

のツールとして、各所属のマニュアル等と組み合わ

せながら活用することにより、集約します。

キャリアレベルA4以上の県・市町

村保健師

11月5日(火) 13:30～16:35

埼玉教育会館　201・202会議室

（参加）県8名、市町村25名

事前課題：「電子母子手帳アプリを活用した子育て支援」

広島県庄原市生活福祉部保健医療課母子保健係　係長　塚本麻里　氏

講義「オンライン相談を活用した母子相談事業と保健師に求められること（仮）」

上尾市健康福祉部健康増進課　東地域保健担当　主幹　半田敦子氏

講義「父親も育児に参加しやすい地域づくりに期待される保健師の役割（仮）」

岡山県立大学保健福祉学部　看護学科 教授 森永裕美子　氏

講義「前向きな地域づくりを促進するために（仮）」

岡山県立大学保健福祉学部　看護学科 教授 森永裕美子　氏

大規模災害時対応研修
大規模災害時に求められる保健師の役割を学ぶと共

に、業務への活用を目指す。

キャリアレベルA3～A4の獲得を目

指す新任保健師

プレ管理期研修

県及び市町村の管理的立場の保健師が、効果的な保

健活動を組織的に展開するために求められる能力や

果たすべき役割を理解し、地域住民の健康の保持・

増進に貢献する資質の向上を図る。（1.5日間）

県及び市町村の管理者あるいは次期

管理者の保健師

半日間の研修を2日間開催

◇1日目

6月10日（月）～28日（金）

オンデマンド配信

◇２日目

7月12日（金）13:15～16:35

オンライン開催

（参加）県6名、市町村26名

■1日目

講義①「保健師管理者に必要な機能と能力」

講義②「根拠に基づく事業・施策の展開」　

　　　　講師：安齋ひとみ氏（目白大学看護学部看護学科教授）

講義③「事業・施策の展開における管理者のあり方」

　　　　富士見市　健康増進センター　副所長兼介護予防係長　平貴美子氏　

講義④「管理期保健師への期待」寄居町　健康づくり課　元課長　根岸克夫 氏

■2日目

グループワークコーディネーター：安齋ひとみ（目白大学看護学部看護学科教授）
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管理期保健師研修

管理者保健師としてマネジメント能力及びリーダー

シップ向上に資するため、活動指針の活用や健康危

機管理に関した研修を行う。(２日間）

県及び市町村の管理的立場の保健師

■1回目※県・市町村保健師連絡調整会議と同時開催

8月1日（木）9:30～12:00

オンライン開催

申込：８１名（県：２６名、市町５５名）　

■2回目

3月11日（火）9:30～16:30

さいたま商工会議所第1・2ホール

申込：県15名、市町村40名

■1回目

講義「No normalを迎える時代に求められる保健活動と管理期保健師の能力～ニューノーマ

ルを超えて～」

講師：北海道大学 公衆衛生看護学・地域看護学教室　教授　田高　悦子

■2回目

講義「中堅期における多方面での活動報告」発表者：県外部組織派遣者、市派遣者

講義「管理期保健師に求められる役割と人材マネジメント」

講師：国立保健医療科学院統括研究官　五十嵐　久美子

グループワーク「これからの人材育成と人材管理の在り方について」

令和6年度よりトピックス研修に統合します。

トピックス研修では、保健活動を取り巻く状況をふまえ、災害を含むテーマを検討・開催します。
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目的・内容等 対象者（目標キャリアレベル） 時期・方法・参加人数 テーマ・講師

令和6年度　保健医療政策課所管「地域保健福祉関係職員研修」実施報告

研修の名称

県・市町村保健師連絡調整会議

各保健所で管内において地域別会議を開催するとと

もに、当課主催で県全体会議を開催。情報・課題を

共有し、現任教育に役立てる。（2日間）

県及び市町村の管理的立場の保健師

■1回目※管理期保健師研修と同時開催

8月1日（木）9:30～12:00

オンライン開催

申込：８１名（県：２６名、市町５５名）

■2回目

3月11日（火）9:30～16:30

さいたま商工会議所第1・2ホール

申込：県15名、市町村40名

※管理期保健師研修と合わせて実施

■1回目

「熊谷保健所と寄居町の協働による地域保健活動」

講師：埼玉県熊谷保健所  担当部長　町田紀恵

■2回目

事例報告「小規模自治体における人材育成」発表者：該当保健所担当部長級保健師

講義「居町と熊谷保健所の協働による地域保健活動～行政職職員から見た他職種連携の展開

～」

講師：寄居町健康づくり課　課長　木元　佑輔　氏

保健師教育担当者（プリセプター）研

修

新任保健師育成の重要性を学び、効果的に新任保健

師を育成するスキルを習得する。

併せて、新任保健師と共に育ち合う意識を持ち、保

健師教育担当者（プリセプター）として得た経験を

保健活動に活かすことを目指す。

県および市町村の保健師教育担当者

（プリセプター）でキャリアレベル

A2～A3の獲得を目指す保健師

■1日目

7月30日（火）13：30～16：35

さいたま商工会議所　第１・２ホール

（参加）県5名、市町村49名

■2日目

11月26日（火）13：25～16：35

さいたま商工会議所　第１・２ホール

（参加）県6名、市町村47名

■1日目

講義「自治体保健師の人材育成と人材育成ツールの活用」（仮）狭山保健所　副所長　田島 

貴子

講義「プリセプターの役割と経験学習」国際医療福祉大学大学院　教授　嶋津多恵子　氏

演習「新任保健師に相談されて困ったときどう対応しますか」

　　　国際医療福祉大学大学院　教授　嶋津多恵子　氏

　　　東海大学　医学部　看護学科　准教授　吉野純子　氏

講義「新任保健師への効果的なフィードバック」

　　　秩父市保健センター保健師　大澤紗　氏

■２日目

講義「経験学習を深める人材育成面接」

　　　国際医療福祉大学大学院　教授　嶋津多恵子　氏

実践報告「プリセプターを経験して学んだこと～共に育ち合う育成を考える～」調整中

演習「プリセプターを担うことによる学びの振り返り」

　　　国際医療福祉大学大学院　教授　嶋津多恵子　氏

　　　東海大学　医学部　看護学科　准教授　吉野純子　氏
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目的・内容等 対象者（目標キャリアレベル） 時期・方法・参加人数 テーマ・講師

令和6年度　保健医療政策課所管「地域保健福祉関係職員研修」実施報告

研修の名称

埼玉県新規採用保健師研修

県保健師としてのアイデンティティを獲得すると共

に、公衆衛生活動の基本を理解し、地域課題をふま

えた保健活動の展開方法を習得することを目的とす

る。

県新規採用保健師

採用2年目保健師フォローアップ研修

地域の健康課題を積極的に把握し、地域特性に合わ

せた保健活動展開に向けた視点や方法を学ぶ。ひい

ては、県民の健康増進への寄与を目指す。

県採用2年目保健師

8月6日（火）13:00～16:30

さいたま共済会館　５０１会議室

（参加）県9名

講義「行政保健師として大切なこと」県副所長級保健師

演習「キャラ化ワークショップ」講師：埼玉医科大学医学部教養教育　准教授　米岡裕美　

氏

グループ演習「今後の活動計画を考える」

講義「保健師の成長のために」県副所長級保健師

採用３年目保健師フォローアップ研修

地域の健康課題を積極的に把握し、地域特性に合わ

せた保健活動展開に向けた視点や方法を学ぶ。ま

た、これまでの活動の振り返ると共に、自分の課題

を把握し、今後のジョブローテーションを見据えた

目標設定を行う。

県採用3年目保健師

8月23日（金）13:00～16:30

浦和合同庁舎講堂

（参加）県19名

講義「行政保健師として大切なこと～社会の潮流を読む～」県副所長級保健師

演習「キャラ化ワークショップ」講師：埼玉医科大学医学部教養教育　准教授　米岡裕美　

氏

グループ演習「今後の活動計画を考える」

講義「成長を続けるために」県副所長級保健師

創造育成研修

地域の健康課題を積極的に把握し、前向きな保健活

動が展開出来る。ひいては、県民の健康増進への寄

与を目指す。

講師やファシリテーターを担う県保健師において

も、管理期及びプレ管理期の人材育成能力向上を図

ると共に、保健活動の技術継承を促進する。

（1）参加者

キャリアレベルA4～A5を目指す主

事・主任・主査級保健師

（２）ファシリテーター

主幹級保健師

■1日目

 6月14日(金)9:20～16:30　浦和合同庁舎講

堂

■2日目 グループごとに定める

■3日目 グループごとに定める

■4日目

 10月16日(水)13:15～16:30

さいたま商工会議所　第１・２ホール　

■5日目

 11月13日(水)13:15～16:30

さいたま商工会議所　第１・２ホール

■6日目 

1月22日(水)　埼玉会館

(参加)県18名、市町村5名

□事前課題

講義「次世代への期待」県統括保健師

講義「自立した保健師に必要な機能と能力」自治医科大学　春山早苗氏

講義「根拠に基づく事業・施策の展開」獨協大学　大谷基道氏

講義「統括保健師を見据えた人材育成とファシリテーターの役割」R5ファシリテーター経験者

■1日目

　演習Ⅰ「課題検討・共有」演習Ⅱ「検討課題決定」演習Ⅲ「インタビューに向けた検討」

■2日目　演習Ⅳ　「スケジュール検討」

■3日目　演習Ⅴ「インタビュー」

■4日目　講義「問題解決に向けた事業・施策の検討のふりかえり」

　　　　  演習Ⅵ　「事業・施策の検討」

■5日目　演習Ⅶ　「まとめ」

■6日目　第26回　埼玉県健康福祉研究発表会にて発表

保健師派遣研修
中央会議、師長研修会（福井県)、ブロック別研修

会（東京都）等へ派遣
県保健師 通年 実施主体で実施

国立保健医療科学院主催研修等参加者

による復命研修

国立保健医療科学院主催研修等に参加をした保健師

が、受講した研修内容について発表を行うことで、

研修で得た知識や体験について広く共有を図る。

ひいては、現行の業務にとらわれず、県民の健康増

進に積極的に寄与し、地域課題解決への意識向上を

目指す。

県保健師
2月3日(月）～3月28日(金）

オンデマンド配信

■内容

講義「公衆衛生看護研修」草加保健所　担当部長　山川律子

講義「難病患者支援従事者研修」南部保健所　技師　石北芽依

講義「エイズ対策研修」熊谷保健所　技師　蘭美奈子

講義「児童虐待防止研修」熊谷保健所　主任　江森美穂

講義「児童相談所に働く保健師のつどい」幸手保健所　担当部長　牧野栄子

本研修は、各所属で令和５年に実施した「ビギナー保健師とらのまき」の内容を後輩職員へ伝えるためのツールとして、各所属のマニュア

ル等と組み合わせながら活用することにより、集約します。
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